
（１）ＳＬＥＥＰの命令をサポートします。 

 

連枝のＰＩＣにおいて、ＣＰＵをＳＬＥＥＰさせるコマンドＳＬＥＥＰをサポートする

予定です。現状、ＳＬＥＥＰ機能を使用するためには、以下の連枝およびＣＰＵが対象とな

ります。今後、対象となるＣＰＵは増やす予定です。 

 

連枝 Ｖｅｒ８．７１以降 

ＰＩＣ１６Ｆ８４ＡまたはＰＩＣ１６Ｆ８８ 

 

（２）ＳＬＥＥＰの仕様 

 

 ラダーからＳＬＥＥＰ命令を呼び出すことで、

ＣＰＵの動作を停止させることができます。この

時、ＣＰＵの使用電力が抑えることができるため、

省電力化することができます。 

 

 ＳＬＥＥＰ命令から復帰するのは、ＲＢ０/ＩＮＴ入力（Ｘ１０）をＨＩＧＨからＬＯＷ

に変更することで、割込みがかかり、元の状態に戻ります。戻った後、停止時点から動作を

再開いたします。タイマーやカウンタなどは、停止前の値から再開します。 

 （注意） 

 ・ＳＬＥＥＰ命令を使用すると、ＲＢ０を出力として使用できません。Ｘ１０の入力とし

て使用はできますが、あまりお勧めいたしません。 

 ・ＳＬＥＥＰ命令実行すると、ＣＰＵの状態がそのままでお休みします。そのため、出力

中のピンは、出力状態を維持します。もし、ＬＥＤを切ってＳＬＥＥＰ状態に切り替える場

合は、お客様側で、ＬＥＤＯＦＦのプログラム実行後、１スキャン経過したのちにＳＬＥＥ

Ｐ命令を実行するようなラダーとしてください。 
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